
 

 
 

 

大津赤十字病院を受診された患者さんへ 
 

本研究は、当院の倫理委員会で承認され、大津赤十字病院の施設長の許可を得て、下記の臨床研究

を実施しております。 

本研究の対象者に該当する可能性のある方で診療情報等を研究目的に利用または提供されることを

希望されない場合は、下記の問い合わせ先にお問い合わせ下さい。 

 

研究課題名 
（研究番号） 

転移性脊椎腫瘍の骨関連事象発生を予測する Radiomics機械学習モデ

ルの開発（№1032） 

当院の研究責任者 
（所属） 

竹本 充（整形外科） 

他の研究機関および 

各施設の研究責任者 
京都大学医学部附属病院：小野弘征 

本研究の目的 

転移性脊椎腫瘍は疼痛、神経症状などの骨関連事象を引き起こし、手術介

入を要する場合もある。しかしその予測は難しく、化学療法、放射線治療

等の集学的治療を適切に行う上でしばしば支障となり得る。 

転移性脊椎腫瘍の骨関連事象発生を予測するモデルを作成し、適切な介入

時期等を検討する。 

調査データ 

該当期間 
2010 年 1 月 1 日～2025 年 12 月 31 日  

研究の方法 
（使用する試料等） 

●対象となる患者さん  

転移性脊椎腫瘍で手術を行った患者さん。  

除外基準：生検、再手術、20 歳未満。 

 

●利用する情報 

年齢、性別、BMI、脊椎転移数、脊椎以外の骨転移数、多臓器転移の有

無、原発巣、原発巣の治療情報、Performance Status、Sipanal 

Instability Neoplastic Score、Epidural Spinal Cord Compression 

Scale、手術記録、放射線治療歴、化学療法歴、骨修飾薬歴の情報を収

集する。術前の CT 画像の DICOM データ 

試料/情報の 

他の研究機関への提供 

および提供方法 

京都大学医学部附属病院。CD-R や USB で提供する。 

個人情報の取り扱い 

利用する情報から氏名や住所等の患者さんを直接特定できる個人情報は削

除致します。また、研究結果は学会等で発表を予定していますが、その際

も患者さんを特定できる個人情報は利用しません。 

本研究の資金源 

（利益相反） 
なし。 

お問い合わせ先 
電話：077-522-4131 

担当者：大津赤十字病院 整形外科 竹本 充 

備考  

 


